
稲井勝山中山の山くずれ調査報告汗

福井測候所梢

1953年 3局23日，繭井県南僚郡今庄村句通称山中山 (537m) の南斜面の一部が突然崩壊し先.

現場は北陸本線山中信号所一大桐聞で，山中信号所から約 500m東方の， 通称山中山崖と呼ぶ箇

写真1. 山中山の山くずれ 1953年3月23日13時撮影

所でj線路の北側は山，南側は谷川I(鹿蒜J1J)と

たっている (Fig.1，2長よび写真参照).

当日 09時紹介列車が通過した直後， 09時50

分に，突然大音響とともに防崩用のコ y クリー

ト張り(写真 1a点附近)5伽n2，コ γ クリート

間めの石がき約 100m2 (写真 1b点附近〉が破

壊しy 土砂約 6x10:Sm3が線路上約 90mにわた

り落下し， 69mを完全に埋設したく写真 1XY

問). 埋積した土砂の高さは軌道直上で5mあ

った(写真 2).今回の山くずれの断面を推定し 写真 2.ななめ上方から写した山中山の山くずれ

て描くと，Fig.3のようである.北陸本線は斜面傾度42度くらいの山すその切取りの部分に敷かれ，

本線路は谷川から約15mの高さに，スイッチパック線路はそれからさらに10m高所に敷れである.ま

た，山はだには本線路から約20mの高さまでコ y クリートで固めた防崩用の石がきが，またその上方

約20mは厚さ 15mのコ y クリート張りが施されてあった.とれらは工事以来相当年月を経たもので，

石がき工事は1904年ごろ，コ y クリート張り工事は 1932--3年とるく繭井保線区調べ〉のものであ

った.今回の崩壊はまずとのコ y クリート張りの部分がすべり落ち，下部の石がきをくずし，その
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Fig. 1"稲井県南僚郡山中山の山くずれ地域の): 50 ， 000 地形図“，，'~，現場いに，.

止にコシクリート張り内郊の主砂が重積したもので:あうた;な沿f北陸線

開通(1904年〉以来， との附近でとの債の山くずれははじめてで・あづ'た.附

近一帯の地質は粘板岩の七部を一面に褐色の硬質粘土居が斡沿;ったもので，

樹木も充分に生育しないほどで・;粘板先の上部分はかなり風化されたもρ

のようであった.崩壊の原因とじて考えられるものは次cDi2tうゆ乍?あるふ

(1)附近一帯の地質が前述のように山くずれを生じやすいものであった.

(2) ，現場附近の鉄道が地形ーと無理な切取り部分に施線されているので，

Fig;2:山中山の山くずれ 山はだの曲線が不安定なものになっていた.白然勾配約 42度のものが切

取りのため約60度になっで烏1り，長年月、の振動で・地盤

がゆるんで?いたのを Y 防崩用のコシ，クリ一二ト張りによ

っでかろうじて崩壊を菟れていた.，"(3)防崩用のコ

γ クリート張りは老拐し所々に小さなき裂を生じて

いたから，:-雨水がしみ込んで・クリ石をーくずし，また，

コ y;ク二リート内部の土ビ Lう屠をぜい弱なも'，~にして

いた.'(4) 崩壊数日前から県下一帯~'降雨aが読し'トた.

現場附近の降水量は第 1表のと語りである.すなわち

19:日から雨は当日を含めて現場附近ぞは 71mmあっ

た.とれはそれほど多いものではないが，無理な僚件
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Fig. 3山中山の山く、ず、れの断面
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が頂点に達していたので，大きな、誘因とたった.'(5) 列車の振動が trigge~ actioi1の役をなιた.

h 第 1表今庄および稲井の降水量 (mm)

¥地名三¥¥日¥¥115 ，16 17 18' 1~ 20 21 2223 242526 ，2728 ，2930 31 

メJ与、 圧 15 8 25 18 10 '10 1 40 20 1 1 5 5 ‘ 8 

F筒 井 2 5 19 8 ' 8 11' 11512 l' 19 11 12 1 

- 52-


